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要旨：広島県廿日市市宮島の植物について，厳島の自然（1975）の発刊後に標本あるいは文献等で記録されたコケ
植物のリストと標本・文献情報等について報告した。標本や文献情報，現地調査の結果，今回が初報告となる
Orthotrichum consobrinum Cardot タチヒダゴケと Physcomitrium eurystomum Sendtn. ヒロクチゴケ，Ulota crispa 
(Hedw.) Brid. カラフトキンモウゴケ，Lunularia cruciata (L.) Dumort. ミカヅキゼニゴケ，Riccia stenophylla Spruce 
ホソバウキゴケを含め 12 種が 1975 年以降に新たに報告された。また，分類学的研究や分子系統学的研究などの証
拠標本として 28 種の宮島産コケ植物が 1975 年以降に引用されていることが確認された。
キーワード：厳島，蘚苔類，セン類，タイ類，標本，文献，現地調査
Abstract: Since the 1975 publication “Land and Life in Itsukushima”, we have documented the addition of 12 bryophytes 
confirmed or recorded for Miyajima Island, Hiroshima Prefecture, SW Japan. Based on previous publications, specimens 
and our recent investigations, we add Archidium ohioense Schimp. ex Müll.Hal., Brachythecium sakuraii Broth., 
Ditrichum lineare (Sw.) Lindb., Eccremidium minutum (Mitt.) I.G.Stone & G.A.M.Scott, Orthotrichum consobrinum 
Cardot, Physcomitrium eurystomum Sendtn., Timmiella anomala (Bruch & Schimp.) Limpr., Ulota crispa (Hedw.) Brid., 
Fossombronia japonica Schiffn., Lunularia cruciata (L.) Dumort., Riccardia marginata (Colenso) Pearson var. pacifica 
Furuki, and Riccia stenophylla Spruce. We also provide additional information on previously reported bryophytes, 
including Diphyscium lorifolium (Cardot) Magombo, Syrrhopodon tosaensis Cardot, Weissia exserta (Broth.) P.C.Chen, W. 
newcomeri (E.B.Bartram) K.Saito, Archilejeunea planifolia (Horik.) Mizut., Odontoschisma pseudogrosseverrucosum 
Gradst., S.C.Aranda & Vanderp., Trichocolea pluma (Reinw., Blume & Nees) Mont., and Tuyamaella molischii (Schiffn.) 
S.Hatt.
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Ⅰ．はじめに
　宮島は広島県廿日市市南部の瀬戸内海に位置する島
である。本島は瀬戸内海島嶼部および沿岸部のなかで
も自然度の高い森林が残されており，約 700 種が報
告されている。これは，広島県で報告のある在来の維
管束植物の約 1/3 の種数に相当し，広島県内で種多様
性が高い場所の一つになっている。宮島の維管束植物
フロラについては，関ほか（1975）によりそれまで
に報告された植物について目録がまとめられている。
広島県植物誌（関ほか，1997）の中でも宮島は代表
的な産地のひとつとしてあげられている。平原ほか
（2010）では広島県植物誌以降に宮島から報告された
種子植物についてまとめられている。その後も，本島
で新たに見つかった植物や（内田ほか，2012a），生
育状況が不明であった植物の再確認（坪田ほか，
2014），外来植物の確認（坪田ほか，2015，2018；諸
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石・坪田，2017）など新たな知見が得られている。
　コケ植物（蘚苔類）についても，宮島は広島県下だ
けでなく全国的なレベルでもよく研究が行われている
場所のひとつである。明治期以降多くのコケ植物が報
告されており，宮島を基準標本産地として記載された
分類群も複数ある。安藤ほか（1975）ではそれまで
に報告されたコケ植物について文献および標本にもと
づいた目録がまとめられており，セン類 168 種，タ
イ類 99 種（うちツノゴケ類が 4 種）の合計 267 種が
報告されている。その後出版された広島県植物誌のコ
ケ植物目録（坪田ほか，1997）にもとづくと，宮島
産コケ植物の種数は広島県で見られるコケ植物の種数
の約半数に相当し，比較的小面積の島であるにも関わ
らず豊かな蘚苔類フロラが存在することが明らかに
なっている。
　現在，広島大学大学院統合生命科学研究科附属宮島
自然植物実験所で進められている所蔵標本のデータ
ベース化および近年の現地調査の過程で，新たに宮島
のフロラに追加された種が確認されている。また，過
去に報告のある種についてもより詳細な情報が得られ
もの，過去の報告以来確認されていなかった種につい
て再確認されたもの，さらに研究の進展により過去に
報告された種の分類学的取り扱いが変更されたものも
ある。本稿では，1975 年出版の厳島の自然（安藤ほ
か，1975）以降に宮島の蘚苔類フロラに新たに追加
され，新たな知見が得られたコケ植物について報告す
る。
Ⅱ． 宮島のフロラに新たに追加された，または文献に
引用されたコケ植物
　本研究により，安藤ほか（1975）による発表後に
12 種のコケ植物が新たに宮島のフロラに追加された。
このうち Orthotrichum consobrinum Cardot タチヒダ
ゴケと Physcomitrium eurystomum Sendtn. ヒロクチゴ
ケ，Ulota crispa (Hedw.) Brid. カラフトキンモウゴケ，
Lunularia cruciata (L.) Dumort. ミカヅキゼニゴケ，
Riccia stenophylla Spruce ホソバウキゴケの 5 種を本
稿で宮島新産として報告する。また，分類学的研究や
分子系統学的研究，エキシカータなどに引用されたコ
ケ植物が 28 種確認された。このうち Diphyscium 
lorifolium (Cardot) Magombo ク マ ノ ゴ ケ と
Syrrhopodon tosaensis Cardot イ サ ワ ゴ ケ，Weissia 
exserta (Broth.) P.C.Chen トジクチゴケ，W. newcomeri 
(E.B.Bartram) K.Saito サイトウコゴケ，Archilejeunea 
planifolia (Horik.) Mizut. ミヤジマヒメゴヘイゴケ，
Odontoschisma pseudogrosseverrucosum Gradst., S.
C.Aranda & Vanderp. フ チ ナ シ イ ボ ク チ キ ゴ ケ，
Trichocolea pluma (Reinw., Blume & Nees) Mont. ハネ
ムクムクゴケ，Tuyamaella molischii (Schiffn.) S.Hatt.
モーリッシュシゲリゴケについては再確認や分類学的
取り扱いの変更など新たな知見が得られた（各種の項
目に詳述）。
　以下に宮島のフロラに新たに追加された種および文
献に引用された種をセン類・タイ類別に学名のアル
ファベット順に示す。学名と和名，科の扱いは，セン
類は Suzuki（2016）におおむね従ったが，一部筆者
らの見解に基づいて最適と思われる学名を用いた。タ
イ類は片桐・古木（2018）に従った。種名の後にそ
の種を宮島から報告した文献［安藤ほか（1975）に
よる発表後で証拠標本が示されているもののみ］を示
し，筆者らが標本を検討した場合はその標本も示し
た。証拠標本はすべて広島大学植物標本庫（HIRO）に
収められている。また，環境省レッドデータブック
（環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室，
2015；環境省 RDB）または広島県レッドデータブッ
ク（広島県，2012；広島県 RDB）に掲載されている
種については，カテゴリーを示した。
1．宮島のフロラに新たに追加されたコケ植物
Bryophyta セン植物門（セン類）
Archidium ohioense Schimp. ex Müll.Hal. ミヤコノツチ
ゴケ（Archidiaceae）
　2004 年に室浜砲台跡の弾薬庫入口付近で生育が確
認され，出口（2005）により宮島新産として報告さ
れた。
 文献  出口（2005）
Brachythecium sakuraii Broth. ハタオリヒツジゴケ
（Brachytheciaceae）
　Orgaz and Yamaguchi (2015) による分類学的再検討
で 1973 年に大聖院で採集された標本が引用されてい
る。広島県内では三段峡でも確認されている（堀川・
安藤，1959）。
 文献  Orgaz & Yamaguchi (2015)
Ditrichum lineare (Sw.) Lindb. イトキンシゴケ
（Ditrichaceae）
　Ditrichaceae キンシゴケ科の分類学的研究を行った
Matsui and Iwatsuki (1990) により宮島から初めて報告
されている。広島県内では宮島から報告があるのみ。
 文献  Matsui & Iwatsuki (1990)
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Eccremidium minutum (Mitt.) I.G.Stone & G.A.M.Scott 
ヤブレキンチャクゴケ（Ditrichaceae）
　本種は 1984 年に宮島全島の 8 % にあたる 251 ha
を焼失した大規模な山火事の後，1988 年に山火事跡
地で採集された。標本の引用は伴っていないが，関
（1988）により宮島新産として報告された。その後，
Matsui and Iwatsuki (1990) により宮島産の標本が引用
されている。広島県内では宮島から報告があるのみ。
 文献  Matsui & Iwatsuki (1990)
 標本  山白浦 – 長浦（29 Jan. 1988, T. Seki s.n., HIRO-
1143612）
Orthotrichum consobrinum Cardot タチヒダゴケ
（Orthotrichaceae）
　今回宮島新産として報告する。島内では広範囲で確
認されており，道路沿いの樹幹やコンクリート上にま
ばらに生育していた。
 標本  紅葉谷 – ツバキ谷（22 Nov. 2011, Y. Inoue 674），
杉ノ浦（14 Sep. 2011, Y. Inoue 720），大砂利（22 July 
2011, Y. Inoue 398）， 大 元 公 園（15 May 2006, H. 
Tsubota 6361），大町（19 Sep. 2011, Y. Inoue 518），あ
ての木浦（13 Apr. 2011, Y. Inoue 123）
Physcomitrium eurystomum Sendtn. ヒロクチゴケ
（Funariaceae）
　今回宮島新産として報告する。島内ではあての木浦
の湿った土上に確認された。広島県内では三段峡でも
確認されている（堀川・安藤，1959；出口ほか，
2001）。本種は中肋が葉先から短く突出し，蒴柄は 8 
mm 以下で，蒴は幅が 0.9 mm 以下，胞子が黒褐色を
呈し，径 25–30 mm で，表面に小さな刺が密生する
ことで P. japonicum (Hedw.) Mitt. コツリガネゴケから
区別される（岩月ほか，2001）。宮島産の植物は葉縁
に 2–3 列の細胞からなる明瞭な舷が発達し，また蒴
柄が 1.0–2.0 cm と長く，一見 P. japonicum に似る。
しかし，中肋は葉先から短く突出し，胞子表面は P. 
eurystomum に特徴的な刺が密生している。本植物の
実体については今後検討が必要である。
 標本  あての木浦（13 Apr. 2011, Y. Inoue 116; ditto, Y. 
Inoue 117）
Timmiella anomala (Bruch & Schimp.) Limpr. センボン
ウリゴケ（Timmiellaceae）
　2005 年に発生した白糸川の土石流後，2006 年の調
査で確認され，井上ほか（2014）により宮島新産と
して報告された。広島県内では倉橋島でも確認されて
いる（井上ほか，2014）。宮島産の植物は Dincranidae
シッポゴケ亜綱の分子系統解析にも用いられている
（Inoue & Tsubota, 2014）。
 文献  井上ほか（2014），Inoue & Tsubota (2014)
Ulota crispa (Hedw.) Brid. カラフトキンモウゴケ
（Orthotrichaceae）
　今回宮島新産として報告する。大聖院付近と大砂利
の 2 か所で確認され，樹幹にまばらに生育していた。
 標本  大聖院付近（28 Jan. 2012, Y. Inoue 782），大砂
利（22 July 2011, Y. Inoue 718）
Marchantiophyta タイ植物門（タイ類）
Fossombronia japonica Schiffn. ウロコゼニゴケ
（Fossombroniaceae）
　2007 年に白糸川上流の崩壊地および宮島自然植物
実験所のある三ツ丸子山で確認され，坪田ほか（2008）
により宮島新産として報告された。
 文献  坪田ほか（2008）
Lunularia cruciata (L.) Dumort. ミカヅキゼニゴケ
（Lunulariaceae）
　今回宮島新産として報告する。島内では杉ノ浦や白
糸川沿い，網之浦のやや開けた土上で確認されてい
る。本種は帰化植物とされており（井上，1969），国
内では 1923 年に広島で初めて採集されている
（Horikawa, 1929）。
 標本  杉ノ浦（14 Sep. 2011, Y. Inoue 440）；白糸川
（26 Feb. 2007, S. Nagatani 375）
Riccardia marginata (Colenso) Pearson var. pacifica 
Furuki フチドリスジゴケ（Riccardiaceae）
　1986 年に宮島島内の白糸の滝付近で採集された植
物を正基準標本（holotype）として Furuki (1991) に
より新変種として記載された。原記載時，宮島以外の
産地は広島県白木山の麓と熊本県球磨村のみだった
が，その後，福井県敦賀市と屋久島，奄美大島でも確
認されている（古木，2006；古木・田村，2015）。
 文献  Furuki (1991)
Riccia stenophylla Spruce ホソバウキゴケ（Ricciaceae）
　今回宮島新産として報告する。長浦の湿った土上で
確認された。片桐・古木（2018）でも指摘されてい
るように，これまで R. fluitans ウキゴケとされてきた
日本産の標本には狭義の R. fluitans L. の他に複数種
（R. canaliculata Hoffm. ミゾウキゴケ，R. stenophylla 
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Spruce ホソバウキゴケ，R. rhenana Lorb. ex Müll.
Frib. オオウキゴケ）が含まれていることが明らかに
なった（富永・古木，2014；Borovichev & Bakalin, 
2016; Borovichev et al., 2016）。 富 永・ 古 木（2014）
に よ る と，R. stenophylla は， 葉 状 体 は 幅 0.3–0.5 
mm，腹鱗片は幅と長さが同長あるいは長く，舌状。
国内では胞子体は稀にしか見られないが，葉状体腹面
はしばしば膨らむとされる。11 月に採集された宮島
産の植物は胞子体を付けており葉状体腹面が膨れてい
た。本種は千葉県清澄山からも報告されている（古
木，2017）。
 標本  長 浦（8 Nov. 2016, Y. Inoue 4095, det. by T. 
Katagiri）
2． 厳島の自然（1975）の発表後に文献に引用された
コケ植物
Bryophyta セン植物門（セン類）
Anacamptodon latidens (Besch.) Broth. ソリハゴケ
（Fabroniaceae）
 文献  Taoda (1980)
Barbula unguiculata Hedw. ネジクチゴケ（Pottiaceae）
 文献  Inoue et al. (2011)
Brotherella complanata Reimers & Sakurai ヒメカガミ
ゴケ（Sematophyllaceae）
 文献  Tsubota et al. (2000)
Brotherella henonii (Duby) M.Fleisch. カガミゴケ
（Sematophyllaceae）
 文献  Iwatsuki & Higuchi (1988)
Coscinodon humilis Mild. ツクシツバナゴケ
（Grimmiaceae）
 文献  Deguchi [1979, as C. cribrosus (Hedw.) Spruce]
Ctenidium capillifolium (Mitt.) Broth. クシノハゴケ
（Hylocomiaceae）
 文献  西村・藤田（2016）
Diphyscium lorifolium (Cardot) Z.L.K.Magombo クマノ
ゴケ（Diphysciaceae）
　堀川（1953）による報告以来，宮島の谷域の複数
個所で確認されている。大元公園の産地は国内におけ
る本種の最低海抜地である（安藤ほか，1975）。近年
の現地調査により，これまで報告された産地が健在で
あるこが確認されているとともに，新たな産地も見つ
かっている（井上ほか，2016a）。環境省 RDB：準絶
滅危惧；広島県 RDB：絶滅危惧 II 類。
 文献  Magombo (2003)；井上ほか（2016a）
 標本  弥山本道入口 白糸の滝（18 May 1947, Y. 
Horikawa 111）
Ditrichum sekii Ando & Deguchi ex Matsui & Z. Iwats. 
ミヤジマキンシゴケ（Ditrichaceae）
　本種は安藤ほか（1975）で未記載の種として報告
され，その後 Matsui and Iwatsuki (1990) で新種とし
て有効発表された。広島県では小瀬川流域でも確認さ
れている（西村ほか，1979）。県外では熊本県人吉市
と宮崎県尾鈴山，富山県粟巣野百間滑でも確認されて
いる（Matsui & Iwatsuki, 1990；坂井，2015）。広島
県 RDB：絶滅危惧 I 類。
 文献  Matsui & Iwatsuki (1990)
Drummondia sinensis Müll.Hal. オオミゴケ
（Drummondiaceae）
 文献  Inoue & Tsubota (2014)
Hypnum leptothallum (Müll.Hal.) Paris ミヤマハイゴケ
（Hypnaceae）
　本種は従来 Eurohypnum Ando ミヤマハイゴケ属と
して扱われてきたが，分子系統学的研究により
Hypnum Hedw. ハイゴケ属のタイプ種 H. cpressiforme 
Hedw. ハイヒバゴケと同じクレードに含まれることが
明らかになっており（Tsubota et al., 2004; Schlesak et 
al., 2018），本稿では Hypnum として扱った。
 文献  Tsubota et al. [2004, as E. leptothallum (Müll.
Hal.) Ando]
Fissidens protonematicola Sakurai ユウレイホウオウゴ
ケ（Fissidentaceae）
 文献  Iwatsuki & Suzuki (1982, as F. protonemaecola)
Grimmia pilifera P.Beauv. ケギボウシゴケ
（Grimmiaceae）
 文献  Tsubota et al. (2003)
Heterophyllium nematosum Broth. ex P.Vard. & Thér. 
イトクサゴケ（Sematophyllaceae）
 文献  Tsubota et al. (1999)
Leucobryum juniperoideum (Brid.) Müll.Hal. ホソバオ
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キナゴケ（Leucobryaceae）
 文献  Oguri et al. (2006)
Leucobryum scabrum Sande Lac. オオシラガゴケ
（Leucobryaceae）
 文献  Tsubota et al. (1999)
Philonotis thwaitesii Mitt. コツクシサワゴケ
（Bartramiaceae）
 文献  Iwatsuki & Higuchi (1988)
Streblotrichum convolutum (Hedw.) P.Beauv. エゾネジ
クチゴケ（Pottiaceae）
　分子系統学的研究により本種が置かれていた
Barbula Hedw. ネジクチゴケ属の多系統性が明らかに
なり（Kučera et al., 2013），独立した属として認める
見解が支持されているため，本稿でも Streblotrichum 
P. Beauv. エゾネジクチゴケ属として扱った。本属は
センボンゴケ科の中で独立した亜科としても扱われて
いる（Inoue & Tsubota, 2016）。
 文献  Saito (1975, as B. convoluta Hedw.)
Syrrhopodon tosaensis Cardot イサワゴケ
（Calymperaceae）
　宮島は中国地方唯一の産地である。安藤ほか（1975）
で引用されている 1973 年に採集された標本以降，本
種は確認されていなかったが，筆者らの現地調査によ
り過去に採集された山白浦と養父崎浦で再確認された
（井上ほか 2016b）。環境省 RDB：絶滅危惧 II 類；広
島県 RDB：絶滅危惧 I 類。
 文献  井上ほか（2016b）
Weissia exserta (Broth.) P.C.Chen トジクチゴケ
（Pottiaceae）
　安藤ほか（1975）で Astomum crispum (Hedw.) Hampe
ツチノウエノタマゴケとして引用されている標本
（Miyajima Natural Botanical Garden no. 798）は本種
である（Inoue & Tsubota, 2017）。その他，多々良浜
付近や下谷，大聖院付近でも生育が確認されている。
 文献  Inoue & Tsubota (2017)
 標本  下室浜（23 Jan. 1969, Seki s.n., Miyajima Natural 
Botanical Garden no. 798）， 大 聖 院 付 近（26 Feb. 
2007, H. Tsubota 6180），下谷（3 June 2011, Y. Inoue 
243），多々良浜付近（19 Apr. 2011, Y. Inoue 137）
Weissia newcomeri (E.B.Bartram) K.Saito サイトウコゴ
ケ
　本種は標本の引用を伴っていないが坪田ほか
（1997）で報告されていた。宮島産の植物は日本産
Weissia Hedw. コゴケ属を対象とした分子系統学的研
究でも用いられている（Inoue & Tsubota, 2017）。
 文献  Inoue & Tsubota (2017)
 標本  宮島自然植物実験所（2 June 2014, Y. Inoue 
2781）
Marchantiophyta タイ植物門（タイ類）
Archilejeunea planifolia (Horik.) Mizut. ミヤジマヒメ
ゴヘイゴケ（Lejeuneaceae）
　1932 年に宮島で採集された植物を正基準標本
（holotype）として Horikawa (1933) により Leucolejeunea
シロクサリゴケ属の新種として記載された。Hattori 
(1952) は疑問符を付けながらも本種を Archilejeunea 
kiusiana (Horik.) Verd. のシノニムとして扱い，安藤ほ
か（1975）でもその見解が採用されている。その後，
Mizutani (1993) によって再検討され，本種は A. 
kiusiana とは葉や茎の形態で区別できるため独立種と
して扱われた。広島県内では宮島から報告があるの
み。
 文献  Mizutani (1993)
Cylindrocolea recurvifolia (Steph.) Inoue ツクシヤバネ
ゴケ（Cephaloziellaceae）
 文献  Masuzaki et al. (2010)
Nowellia curvifolia (Dicks.) Mitt. フクロヤバネゴケ
（Cephaloziaceae）
 文献  Iwatsuki & Higuchi (1990)
Odontoschisma pseudogrosseverrucosum Gradst., S.C. 
Aranda & Vanderp. フチナシイボクチキゴケ
（Cephaloziaceae）
　安藤ほか（1975）で O. grosseverrucosum Steph. イ
ボクチキゴケとして引用されている宮島産の標本はす
べて本種に相当する。Gradstein & Ilkiu-Borges (2015)
および片桐・古木（2015）によると，本種は植物体
が小形であること，葉が凹むこと，葉縁は厚壁の細胞
で縁取られないこと，しばしば無性芽を有することな
どの点で O. grosseverrucosum と異なる。正基準標本
（holotype）産地は絵下山（広島市）で，宮島は従基準標
本（paratype）産地である。
 文献  Aranda et al. (2014)；Gradstein & Ilkiu-Borges 
(2015)
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 標本  弥山（30 June 1962, T. Seki 31007），大元公園
（15 Sep. 1969, H. Kanda 1540），大元谷（26 Oct. 1974, 
Seki s.n., Miyajima Botanical Garden no. 2034），白糸
川上流（26 Apr. 2011, Y. Inou 174, paratype in HIRO）
Pallavicinia subciliata (Austin) Steph. クモノスゴケ
（Pallaviciniaceae）
 文献  Iwatsuki & Higuchi (1989)
Riccardia latifrons (Lindb.) Lindb. var. miyakeana 
(Schiffn.) Furuki ミヤケテングサゴケ（Riccardiaceae）
 文献  Furuki (1991)
Trichocolea pluma (Reinw., Blume & Nees) Mont. ハネ
ムクムクゴケ（Trichocoleaceae）
　安藤ほか（1975）で T. tomentella (Ehrh.) Dumort.
ムクムクゴケとして引用されている標本（T. Seki 
3101b）は本種である。宮島産の植物は Katagiri et al. 
(2013) による Trichocoleaceae ムクムクゴケ科の分子
系統解析にも用いられている。
 文献  Katagiri et al. (2013)
 標本  白糸の滝 – 弥山頂上（16 May 1954, T. Seki 
3101b）
Tuyamaella molischii (Schiffn.) S.Hatt. モーリッシュシ
ゲリゴケ（Lejeuneaceae）
　本種は宮島を基準標本産地とする。安藤ほか（1975）
で引用されている 1960 年代に採集された標本（T. 
Seki 30998, 30999）以降，生育が確認されていなかっ
たが，筆者らの現地調査により 2011 年に紅葉谷 – ツ
バキ谷沿いの登山道においてイヌガシ樹幹上で再確認
された（内田ほか，2012b；内田，2013）。その際，
標本が引用されていなかったため，本稿で証拠標本を
示す。広島県 RDB：絶滅危惧 I 類。
 標本  ロープウェイ獅子岩駅 – 弥山ツバキ谷側山腹
（30 June 1962, T. Seki 30998, 30999），紅葉谷 – ツバ
キ谷（22 Nov. 2011, Y. Inoue 626）
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